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オートバイ・スクーター賃貸借契約書

本契約は、「当事者」欄に記載された貸主と借主（運転者）との間で締結されます。

1. オートバイまたはスクーター
貸主は、メーカー 、モデル 、登録番号 の車両（以下
「本車両」）を借主に貸し出します。本車両、鍵、書類および記載された付属品は引渡時に提供されます。当事者は、出発前にタイ
ヤ、ブレーキ、灯火類、目に見える損傷、走行距離計の状態を点検し、懸念事項があれば記録するものとします。

貸主は、適用法令により必要とされる登録、保険、安全装備を備え、適法かつ安全に公道を走行できる本車両を提供する責任を負い
ます。使用に影響し得る既知の不具合は、引渡前に開示しなければなりません。

2. 賃貸借期間および料金
賃貸借期間は 、賃貸料金は です。保証金、付属品、状態その他の賃貸条件につ
いて合意した追加情報は、「詳細」欄および写真の別紙に記載することができます。返却日または返却場所を変更するには、当事者双
方の合意が必要です。

3. 運転資格および保護具
すべての運転者は、本車両の区分および排気量または出力に応じて必要とされる免許、最低年齢、許可等の要件を満たさなければな
りません。「当事者」欄に運転を許可された者として記載された人だけが本車両を運転できます。借主は、無免許の人や安全に運転で
きない状態にある人に運転させてはなりません。

運転者および同乗者は、法令により求められるヘルメットその他の保護具を着用しなければなりません。借主は提供された装備を適
切に使用し、欠品、不具合または不適切な装備があれば乗車前に報告する責任を負います。本車両の設計上または法令上の制限を超
える人数や荷物を載せてはなりません。

4. 許可される使用および管理
本車両は、適法に、かつ走行に適した道路で使用するものとします。競技走行、曲芸走行、違法なオフロード走行、転貸および商業
運送は、明示的な合意があり法令上認められる場合を除き禁止します。借主は、本車両を無人の状態で置く際には盗難防止のため合
理的な措置を講じ、提供された施錠器具を使用し、駐車時に適切な注意を払わなければなりません。

借主は、明らかな安全上の問題を確認し、不具合により走行が危険になるおそれがある場合は使用を中止するものとします。損害を
防ぐために合理的に必要な緊急措置を除き、修理や改造には事前の同意が必要です。

5. 事故、故障および保険
借主は、必要な場合は直ちに救援を求め、事故、盗難、衝突、故障または安全上の不具合の疑いについて速やかに貸主に連絡しなけ
ればなりません。法令により必要な場合、または安全確保のため必要な場合には、警察や救急機関に連絡するものとします。安全に
行える範囲で、事故に関する写真や情報を保存するものとします。

貸主は引渡前に、適用される保険の内容、免責事項および自己負担額を説明しなければなりません。損失に対する責任は、過失、実
際の損害、利用可能な保険および適用法令に従って判断され、通常の使用による摩耗は含まれません。本契約は、法令上排除できな
い権利や責任を制限しません。

6. 返却および点検
借主は、本車両をすべての鍵、付属品、書類とともに期限内に返却し、通常の使用による摩耗を除き、引渡時と実質的に同等の状態
に保たなければなりません。当事者は返却時の状態を引渡時の記録と比較するものとします。損傷、紛失、清掃または返却遅延に関
する請求には、有効な法的・契約上の根拠が必要であり、過大な金額であってはなりません。
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7. 賃貸借の終了
契約の終了、不具合のある装備への救済、返金に関する法定の権利は引き続き適用されます。合意した延長または重要な変更は、書
面に記録することが望まれます。

8. 契約書類
本書の本文、記入済みの「詳細」、 「当事者」欄および物品・写真に関する別紙は、全体として本契約を構成します。抵触する条項が
ある場合は、強行法規が優先します。

詳細

車台番号（VIN）

排気量

走行距離

説明

付属品

保証金

状態に関するメモ

状態の写真

当事者

貸主

氏名

会社名

法人番号

インボイス登録番号

住所

メールアドレス

電話番号

署名 日付
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借主（運転者）

氏名

メールアドレス

電話番号

住所

生年月日

本人確認書類の種類

本人確認書類の番号

会社名

運転免許証番号

運転免許証の発行国

運転免許証の有効期限

署名 日付

追加運転者

氏名

メールアドレス

電話番号

生年月日

運転免許証番号

運転免許証の発行国

運転免許証の有効期限

署名 日付


